
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
三
月
二
十
七
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
七
十
一
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

東
亜
同
文
書
院
生
た
ち
が
見
た
二
〇
世
紀
前
半
の
ア
ジ
ア

加
　
納
　
　
　
寛
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東
亜
同
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書
院
生
た
ち
が
見
た
二
〇
世
紀
前
半
の
ア
ジ
ア

加　

納　
　
　

寛
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じ
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に
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亜
同
文
書
院
と
は

二　

�

本
日
の
お
話
の
前
提
と
し
て
―
大
倉
邦
彦
先
生
の
対
中
観
か

ら
見
た
日
中
関
係

三　
「
大
旅
行
」
と
は
何
か
？

四　

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
旅
行
と
日
本
人
社
会

五　

欧
米
へ
の
見
方
と
ア
ジ
ア
主
義
の
影
響
―
香
港
を
例
と
し
て

六　
�

日
本
人
の
旅
行
先
と
し
て
の
ア
ジ
ア
―
雲
崗
石
窟
を
例
と
し

て

七　

日
本
化
す
る
土
地
と
し
て
の
ア
ジ
ア
―
台
湾
の
神
社

八　

大
旅
行
を
通
じ
て
見
る
学
軍
関
係

　

お
わ
り
に
―
『
大
旅
行
誌
』
の
史
料
的
価
値
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯
　
令
和
七
年
三
月

は
じ
め
に

　

こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
と
愛
知
大
学
と
の
公
開
講
演
会
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
由
緒
あ
る
素
晴
ら
し
い
講

堂
に
お
い
て
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
光
栄
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
愛
知
大
学
副
学
長
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
加
納
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

愛
知
大
学
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
の
直
接
的
な
前
身
と
も
言
え
る
東
亜
同
文
書
院
の
理
念
や
歴
史

を
継
承
す
る
た
め
、
学
内
に
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
弊
学
所
属
者
の
東
亜

同
文
書
院
研
究
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
と
申
し
ま
し
て
も
、
東
亜
同
文
書
院
に
つ
い
て
専
門
的
に

研
究
し
て
い
る
者
は
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
研
究
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
東
亜
同
文
書

院
に
つ
い
て
も
副
次
的
に
研
究
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
方
向
性
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
か
く
申
し
上

げ
て
い
る
私
自
身
も
、
専
門
は
東
南
ア
ジ
ア
の
タ
イ
の
歴
史
の
研
究
で
し
て
、
こ
の
十
年
ほ
ど
は
科

学
研
究
費
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
に
よ
る
タ
イ
へ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を

中
心
に
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
東
亜
同
文
書
院
研
究
と
し
て
は
主
に
戦
前
の
東
南
ア
ジ
ア
と
東

亜
同
文
書
院
生
の
大
旅
行
と
の
関
わ
り
を
論
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
次
第
で
す
。
本
日
は
、
そ

の
よ
う
な
な
か
で
見
え
て
き
た
、
東
亜
同
文
書
院
生
た
ち
の
目
に
映
っ
た
二
〇
世
紀
前
半
の
ア
ジ
ア

に
つ
い
て
、
ア
ラ
カ
ル
ト
的
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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一　

東
亜
同
文
書
院
と
は

　

ま
ず
は
、
前
提
と
し
て
、
東
亜
同
文
書
院
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
参
考
文
献
表
に
挙
げ

て
お
り
ま
す
藤
田
佳
久
教
授
の
御
著
書
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
と
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

そ
も
そ
も
東
亜
同
文
書
院
の
源
流
は
、
陸
軍
将
校
か
ら
転
身
し
て
中
国
と
の
貿
易
の
重
要
性
を
説
き
、
そ
の
人
材
を
養
成
し
て
い
た
荒

尾
精
か
ら
発
し
て
い
ま
す
。
荒
尾
精
は
、
尾
張
藩
士
の
家
庭
の
出
身
で
、
い
ま
東
亜
同
文
書
院
の
流
れ
を
組
む
愛
知
大
学
が
愛
知
県
に
拠

点
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
、
不
思
議
な
御
縁
を
感
じ

る
と
こ
ろ
で
す
。
荒
尾
精
は
、
国
際
商
人
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
岸
田
吟
香
の
協
力
を
得
て
私
塾
「
漢
口

楽
善
堂
」
を
、
さ
ら
に
一
八
九
〇
年
に
上
海
に
「
日

清
貿
易
研
究
所
」
を
設
立
し
、
日
清
間
貿
易
に
従
事

す
る
人
材
の
養
成
に
努
め
ま
し
た
。
荒
尾
は
、
残
念

な
が
ら
一
八
九
六
年
に
若
く
し
て
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
そ
の
志
は
、
同
じ
く
陸
軍
将
校

で
あ
っ
た
盟
友
の
根
津
一
が
受
け
継
ぎ
、
近
衛
篤
麿

公
爵
が
会
長
を
つ
と
め
る
半
官
半
民
の
東
亜
同
文
会

に
よ
っ
て
、
一
九
〇
一
年
に
上
海
に
設
け
ら
れ
た
東

亜
同
文
書
院
へ
と
結
実
す
る
の
で
し
た
。
東
亜
同
文

【図 １】東亜同文書院設立の三先哲
� （左から、荒尾精、近衛篤麿、根津一）

【図 ２】在りし日の東亜同文書院
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七
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書
院
は
、
一
学
年
に
つ
き
概
ね
百
名
程
度
の
学
生
を
、
各
府
県
か
ら
の
県
費
生
を
中
心
に
受
け
入
れ
て
お
り
ま
し
た
。
実
践
と
原
理
を
組

み
合
わ
せ
た
独
特
の
教
育
に
よ
っ
て
、
実
業
界
は
も
ち
ろ
ん
、
外
交
、
報
道
、
教
育
、
研
究
な
ど
の
分
野
に
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
輩
出

し
ま
し
た
。
一
九
三
九
年
に
は
大
学
に
昇
格
し
ま
し
た
が
、
一
九
四
五
年
、
国
際
情
勢
の
推
移
に
よ
っ
て
約
半
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
を
閉

じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
教
員
や
学
生
を
中
心
に
、
外
地
に
あ
っ
た
様
々
な
高
等
教
育
機
関
の
教
員
や
学
生
も
受
け

入
れ
て
、
一
九
四
六
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
愛
知
大
学
で
し
た
。
本
当
は
「
東
亜
同
文
書
院
大
学
」
の
名
で
再
興
し
た
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
に
よ
っ
て
、
愛
知
大
学
で
は
、
そ
の
前
身
に
あ
た
る
東
亜
同
文

書
院
の
研
究
を
続
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

二　

本
日
の
お
話
の
前
提
と
し
て
―
大
倉
邦
彦
先
生
の
対
中
観
か
ら
見
た
日
中
関
係

　

本
日
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
も
つ
東
亜
同
文
書
院
生
の
視
線
に
映
っ
た
二
〇
世
紀
前
半
の
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
ア
ラ
カ
ル
ト
的
に
お
話

し
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
東
亜
同
文
書
院
の
ご
出
身
で
、
こ
こ
大
倉
山
に
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
を
開
か
れ
、
東
洋
大
学

の
学
長
も
務
め
ら
れ
た
大
倉
邦
彦
先
生
の
対
中
観
を
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
大
倉
先
生
が
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
四

五
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
『
感
想
』
か
ら
、
そ
こ
に
登
場
す
る
中
国
（
大
倉
先
生
の
書
か
れ
た
原
文
で
は
「
支
那
」）
へ
の
見
方
を
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
倉
先
生
は
、
一
八
八
二
年
に
佐
賀
県
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
佐
賀
中
学
か
ら
一
九
〇
三
年
に
東
亜
同
文
書
院
に
進
ま
れ
ま
し
た
。
書

院
の
三
期
生
に
な
り
ま
す
。
一
九
〇
六
年
に
大
倉
洋
紙
商
行
に
入
社
さ
れ
、
一
九
一
八
年
に
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
方
、

精
神
文
化
の
興
隆
に
も
意
を
砕
か
れ
、
一
九
三
二
年
に
は
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
を
、
こ
の
地
に
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
講
演
会
の
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『感想』にみる大倉邦彦先生の対中観
感想 年月 西暦 ページ 番号 分野 内容

5 S4/2 1929 85 265 政治 昔、支那の禹は洪水を防いで国民を危機より救った。今は邪説横流して人心を浸して
居る。

10 S9/2 1934 187 518 思想 若し現代仏教が、皇国精神を忘れて成仏道をのみ説くならば、それは蛻の殻であり、
遂に支那、印度と同様亡国の恨みを招来するであらう。

10 S9/2 1934 189 521 思想 印度や支那に仏教は滅びたが、皇国にのみ残存する理由は、皇国化したからであるの
に、学者は彼地に仏教の種子探しを始めて居る。

11 S10/2 1935 210 599 思想
支那、西洋崇拝時代に、その先端を歩いた人々は、その当時に名を成し、後世からは
冷笑された。外国文化の崇拝時代に、矢表に立って民族の立脚点を確守せんとした
人々は、その時代には冷笑され、後世に慕はれた・

14 S10/4 1935 259 820 思想 676と同じ。

18 S10/8 1935 263 841 政治
天皇の絶対尊厳を冒涜したと言って、支那の為政者に対し、重大抗議を申込んで一歩
も引かない態度を示して居りながら、我国の学者達の、天皇機関説に対しては、事な
かれ主義で不問に付すとしたら、奇怪千万、奇怪千万。

12 S11/2 1936 226 676 思想
支那の儒教は日本に渡来して、日本儒教となり、印度の仏教は日本に渡って、日本仏
教となって、皇運扶翼に貢献した。欧米の学問も宗教も、日本に来ては、国体自覚の
中に消化されなければ、皇運の肥料とならぬばかりでなく、却って害毒となる。

32 S11/10 1936 278 948 政治
英国はその自治領と植民地より日本の商品を撃退する時には勇往邁進して、凱歌を奏
するや直ちに親日を唱へ出す。そしてその親日によって支那の既得権を確保せんとす
る狡猾さに感づかないとは情けない。

36 S12/2 1937 283 983 政治
殺される事さへあるから虜になる位の事はあり得る。脅迫されて約束する事はあり得
るにしても、それを公に実行する事は可笑しい。支那人は何所迄も大善を捨てて小善
を尊ぶと見える。

44 S12/10 1937 291 1027 政治 ここ迄なるのも、支那の自業自得だ。徹底膺懲しなければ、反省すまい。それでこそ
列強も、蔭の援助が無駄なことを知って、手を引くであらう。

45 S12/11 1937 292 1031 政治 事変に遭遇すると矢庭に精神総動員が叫ばれなければ、心配になって来た。支那の兵
力を恐れるのではない。恐るべきは個人主義と自由主義と功利主義である。

48 S13/1 1938 296 1049 政治 支那事変の結果は画期的変化を齎すに決ってゐる。国民は、躍進日本の自覚と、中外
に果すべき任務と、之に相応する抱負とを持たなければならぬ。

51 S13/4 1938 297 1056 政治 支那に於ける日本の現勢力を活用する対欧米外交に成功しなければ、日本の進展は永
久に阻止される。

52 S13/5 1938 298 1064 政治 今迄の日本人は、日本だけの日本を見てゐたが、これからの日本は、満洲・支那・南
洋の三本の足の上にある鼎である。

53 S13/6 1938 299 1067 政治 支那満洲の天地に、勇躍して民族発展の第一線に立つことは、男子の本懐であるべき
だのに、暗闇の隅ツ子に、不平を言ひ乍ら、うづくまってゐる人の気が知れない。

56 S13/9 1938 302 1081 思想
個人中心の考へ方が、人生の目的であると思って居た人々に、国家生存のためには総
てを捧げなければならぬことに気付かしたのは、支那事変であった。支那事変は、東
洋平和の建設でもあり、国民教育の建直しでもある。

57 S13/10 1938 303 1088 政治
国際場裡にあって、日本の立場が、如何に不利に陥し入れられ、それが支那事変と相
関連して、日本を潰さうとしてゐる事の真相を、国民に知らしめることが、国民総動
員に最も良き薬である。

57 S13/10 1938 303 1089 思想 支那事変が起ってから、半島人の愛国教育の実は俄然として、効果を生んだと言はれ
て居る。

58 S13/11 1938 304 1093 政治 支那も援けて、日本に権益も保障して貰はふ。人民戦線側にも肩を持ち乍ら、フラン
コ政権にも連絡して居るあたり、如何にも英国の狐外交である。

64 S14/5 1939 311 1118 政治
（東亜新秩序の建設において日本が指導的立場に立つことが絶対条件であるという話）
近来の流行は、いやに支那を持上げ過ぎてゐる。それは、外国に対するヂェスチュ
アーの積りか。欧米気兼ねの中に、東亜新秩序の建設が出来る筈はない。

68 S14/9 1939 316 1139 思想 国内の宗教がこのしだらでは、支那に向っての文化工作に声を嗄らしても、空家で説
法して居るのと同様効能はあるまい。

72 S15/1 1940 320 1157 政治
支那を叩きつけたら、新政権が成立したら、東亜新秩序が建設されると早合点しては
ならぬ。東洋に於ける英米の優先的占有を排除して出直さしめることが、新秩序の一
歩でなければならぬ。

73 S15/2 1940 321 1163 政治 日清戦争は勝利を得たが、三国干渉によって失敗した。支那事変は我方に勝利を得た
が、米国の圧迫によって恥辱に終らしめてはならぬ。

75 S15/4 1940 323 1172 政治 斉藤代議士の言動の可否さへ容易に決定が出来ないやうでは、支那事変処理の大問題
を論議する資格を疑はれても仕方あるまい。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯
　
令
和
七
年
三
月

前
に
理
事
長
の
平
井
誠
二
先
生
に
建
物
を
御
案
内
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
様
々
な
理
想
が
体
現
さ
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
建
物
で
す
ね
。

一
九
三
七
年
に
は
東
洋
大
学
学
長
に
就
任
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
大
倉
先
生
の
『
感
想
』（
一
九
二
五
～
一
九
四
五
）
に
登
場
す
る
中
国
は
、
一
九
三
六
年
ま
で
は
思
想
的
な
話
題
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
九
三
六
年
を
境
に
、
話
題
は
政
治
的
な
も
の
が
中
心
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
と
く
に
、
反
英
的
な
意
識
と
、
日

本
人
の
「
支
那
」
へ
の
勇
躍
、
そ
し
て
東
亜
新
秩
序
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
日
本
に
つ
い
て
の
言
及
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
東
亜
同
文
書
院
の
出
身
者
と
し
て
中
国
に
深
い
理
解
を
有
す
る
大
倉
先
生
の
視
線
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
日
中
関
係
の
変
化
と
も
、
大
い
に
関
係
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
前
提
を
も
と
に
、
東
亜
同
文
書
院
生
の
目
に
、
二
〇

世
紀
前
半
の
ア
ジ
ア
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
か
、
様
々
な
話
題
で
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三　
「
大
旅
行
」
と
は
何
か
？

　

さ
て
、
東
亜
同
文
書
院
教
育
は
、
二
つ
の
顕
著
な
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
実
務
的
な
中
国
語
・
英
語
の
習
得
と
、「
大

旅
行
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
す
。

　
「
大
旅
行
」
が
書
院
教
育
に
導
入
さ
れ
る
前
に
は
、
現
地
の
商
業
慣
習
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
〇
八

年
に
か
け
て
『
支
那
経
済
全
書
』
全
十
二
巻
と
し
て
結
実
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
期
生
の
五
名
が
、
外
務
省
か
ら
清
国
西
部
・
新
疆
一
帯

に
お
け
る
ロ
シ
ア
勢
力
の
浸
透
状
況
調
査
を
委
託
さ
れ
、
見
事
に
そ
の
調
査
を
全
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
務
省
か
ら
謝
礼
三
万
円
が

送
ら
れ
、
そ
れ
を
原
資
と
し
て
書
院
教
育
の
一
環
と
し
て
一
九
〇
七
年
よ
り
「
大
旅
行
」
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

「
大
旅
行
」
は
、
最
終
学
年
に
、
数
名
か
ら
な
る
班
を
編
成
し
、
学
生
の
み
で
中
国
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
各
地
を
数
か
月
間
に
わ
た
っ
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て
実
地
に
調
査
し
て
い
く
、
書
院
教
育
の
締
め
く
く
り
と
な
る
よ
う
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
そ
の
結
果
は
『
調
査
報
告
書
』
と
し
て
、

卒
業
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
旅
行
の
感
想
等
は
、
文
集
『
大
旅
行
誌
』
と
し
て
、
毎
年
度
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
「
大
旅
行
」
の
記
録
、『
大
旅
行
誌
』
を
も
と
に
、
書
院
生
の
ア
ジ
ア
へ
の
視
線
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

【図 ３】東亜同文書院における中国語の授業

【図 ４】東亜同文書院における「大旅行」の服装

【図 ５】毎年刊行された『大旅行誌』
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四　

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
旅
行
と
日
本
人
社
会

　

ま
ず
は
、
大
旅
行
が
、
私
が
専
門
と
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
を
例
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
コ
ー
ス
を
た
ど
り
、
そ
こ
か
ら
書
院
生
た
ち

が
ど
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
を
見
て
い
た
か
を
観
察
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
旅
行
に
お
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
た
ル
ー
ト
は
、
全
六
六
二
路
線
中
五
四
路
線
（
約
八
％
）
に
及
び
ま
す
。

　

実
は
、
二
〇
世
紀
前
半
期
に
お
い
て
、
日
本
か
ら
見
た
東
南
ア
ジ
ア
の
位
置
付
け
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
一
九
一
〇
年
代

初
頭
に
は
、「
南
進
論
」
が
盛
ん
に
な
り
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
す
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
と
の

経
済
関
係
が
、
急
速
に
本
格
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

書
院
生
の
視
線
に
も
、
そ
う
し
た
変
化
が
伺
わ
れ
ま
す
。
時
代
を
追
っ
て
、
観
察
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

（
一
）
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
大
旅
行
調
査
の
拡
大
初
期
（
一
九
一
〇
～
一
九
一
九
）

　

ま
ず
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
中
国
大
陸
を
中
心
と
し
て
い
た
大
旅
行
が
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
も
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

最
初
に
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
大
旅
行
に
出
た
の
は
、
一
九
一
〇
年
の
第
八
期
生
で
し
た
。
彼
ら
の
ル
ー
ト
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
か

ら
ハ
ノ
イ
を
経
由
し
て
雲
南
に
入
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
む
し
ろ
当
時
に
お
け
る
雲
南

に
入
る
た
め
の
最
も
適
切
な
方
法
で
あ
り
、
中
国
旅
行
の
一
部
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
を
通
過
し
た
と
表
現
し
た
方
が
妥
当
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
そ
の
後
頻
繁
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
た
の
は
、
第
一
五
期
生
で
、
ビ
ル
マ
に
入
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
ル
ー
ト
選
択
は
、
雲
南
に
お
い
て
発
症

し
た
病
気
に
よ
る
も
の
で
、
病
身
に
も
耐
え
ら
れ
る
ル
ー
ト
と
し
て
ビ
ル
マ
経
由
を
現
地
で
選
択
し
た
も
の
で
あ
り
、
偶
発
的
な
も
の
と
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言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
大
旅
行
は
、
中
国
大
陸
の
過
酷
な
大
旅
行
と
は
異
な
り
、
一
貫
し
て
鉄
道
や
航
路
、
バ
ス
や
自
動
車
を
多
用
す
る
も

の
で
し
た
の
で
（
広
大
な
中
国
大
陸
に
比
較
し
て
、
交
通
路
が
発
達
し
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）、
病
気
の
場
合
に
も
対
応

で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
時
の
書
院
生
た
ち
の
目
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
人
の
姿
も
多
く
映
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
記
録
に
よ
く
登
場
す

る
の
は
、
主
に
写
真
店
等
の
小
規
模
商
店
や
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」（
日
本
か
ら
海
外
へ
の
出
稼
ぎ
娼
婦
。
書
院
生
の
記
述
に
は
「
嬢
子

軍
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
）
の
進
出
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
書
院
生
た
ち
が
経
由
し
て
い
た
ハ
イ
フ
ォ
ン
や
ハ
ノ
イ

で
は
、
日
本
旅
館
へ
の
言
及
も
多
く
登
場
し
ま
す
。
ハ
イ
フ
ォ
ン
の
日
本
旅
館
は
、
岸
田
國
士
の
戯
曲
『
牛
山
ホ
テ
ル
』
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
石
山
旅
館
で
、
女
将
は
一
九
二
〇
年
の
領
事
館
設
置
ま
で
は
「
石
山
領
事
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
在
留
日
本
人
の
面
倒
を
見
た
「
女

傑
」
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
の
他
の
地
に
お
い
て
も
、
書
院
生
た
ち
は
在
留
日
本
人
に
か
な
り
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
大

旅
行
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
記
録
か
ら
は
、
一
九
一
〇
年
代
末
ま
で
に
、
東
南
ア
ジ
ア
に
広
範
な
日
本
人
分
布
が
完
成
し
て
い
る

こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
書
院
生
た
ち
の
記
述
に
は
、
日
露
戦
争
後
の
「
一
等
国
」
意
識
の
拡
大
も
伺
わ
れ
ま
す
。
こ
の
意
識
は
、
そ
の
後
も
続
い
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
二
）
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
旅
行
調
査
の
充
実
期
（
一
九
二
〇
～
一
九
三
一
）

　

一
九
二
〇
年
代
に
は
、
大
旅
行
の
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
が
、
量
的
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
と
く
に
一
九
二
七
年
の
二
四

期
生
に
よ
る
大
旅
行
で
は
、
一
五
ル
ー
ト
中
六
ル
ー
ト
（
四
〇
％
）
が
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
い
ま
す
。
一
九
二
八
年
の
二
五
期
生
も
、
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一
五
ル
ー
ト
中
五
ル
ー
ト
（
三
三
％
）
が
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
ま
す
。
経
由
地
と
し

て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
半
島
、
ジ
ャ
ワ
島
、
ボ
ル
ネ
オ
島
、
ル
ソ
ン
島
に
集
中
し

て
い
ま
す
。

　

書
院
生
た
ち
の
記
録
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
人
社
会

の
様
子
も
伺
わ
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
た
各
班
の
記
録
に
お
い

て
は
、
日
本
人
以
外
の
華
僑
や
現
地
人
、
宗
主
国
役
人
と
の
接
触
に
関
す
る
記
述
が
少

な
い
の
で
す
。
こ
の
点
が
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
大
旅
行
と
、
様
相
が
異
な
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
経
済
進
出

期
に
当
た
り
、
商
社
等
の
大
企
業
社
員
が
海
外
に
赴
任
し
て
い
き
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地

に
お
い
て
東
亜
同
文
書
院
の
先
輩
た
ち
を
頼
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

大
き
な
要
因
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
一
九
二
〇
年
代
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
人

社
会
は
、
書
院
出
身
者
の
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
層
の
大
企
業
社
員
か
ら
な
る
「
グ
ダ
ン

族
」
と
、
そ
れ
以
前
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
零
細
商
店
等
を
営
む
「
下
町
族
」
と
が
分
離
し
て
い
く
時
期
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
書
院

生
の
記
録
か
ら
も
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
、「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
と
の
遭
遇
体
験
の
記
録
が
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、「
洋
妾
」
に

な
っ
た
り
し
て
安
定
的
に
外
国
人
の
配
偶
者
を
得
て
い
る
日
本
人
女
性
の
姿
が
描
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
ダ
バ
オ
領
事
館
管
内
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
渡
航
す
る
日
本
人
移
民
の
増
加
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
経
由
し
た
書
院
生
の
記
述
か
ら
も
読
み
取
れ
ま
す
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
、

済
南
事
件
等
の
影
響
で
書
院
生
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
の
宿
探
し
が
難
航
し
た
り
、
ペ
ナ
ン
で
日
本
人
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
遭
遇
し
て
華
僑
宿
か
ら

【図 ６】東南アジアにおける路線図
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「
執
拗
に
立
退
き
を
迫
」
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
日
本
の
対
ア
ジ
ア
進
出
に
よ
っ
て
生
じ
る
摩
擦
が
、
華
僑
の
多
い
東
南
ア
ジ
ア
で
も
実

感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

（
三
）
東
南
ア
ジ
ア
調
査
の
縮
小
（
一
九
三
二
～
）

　

一
九
三
二
年
以
降
に
な
る
と
、
満
州
事
変
後
の
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
、
大
旅
行
は
「
制
約
期
」
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

書
院
生
の
記
録
か
ら
も
、
植
民
地
勢
力
や
華
僑
に
よ
る
強
烈
な
排
日
気
運
と
の
各
地
で
の
遭
遇
体
験
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
、
日
本
側
官
憲
に
向
け
ら
れ
た
書
院
生
の
怒
り
や
憤
り
も
現
れ
て
き
ま
す
。
殺
伐
と
し
て
い
く
状
況
に
お
い

て
も
、
シ
ャ
ム
は
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
る
土
地
と
し
て
書
院
生
た
ち
に
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
安
南
人
の
親
日
ぶ
り
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
書
院
生
た
ち
は
東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
や
社
会
を
ど
う
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
の
記
述
か
ら
は
、

「
一
等
国
民
」
で
あ
る
日
本
人
か
ら
、「
幼
稚
」
で
「
怠
惰
」
か
つ
「
低
能
」
な
「
土
人
」
に
対
す
る
視
線
が
浮
か
び
上
が
っ
て
し
ま
う
の

で
す
が
、
そ
れ
は
当
時
の
日
本
人
の
意
識
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
ア
ジ
ア
に
生
き
よ
う
と
す
る
書
院
生
た
ち
に

お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
意
識
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

五　

欧
米
へ
の
見
方
と
ア
ジ
ア
主
義
の
影
響
―
香
港
を
例
と
し
て

　

今
度
は
、
舞
台
を
香
港
に
移
し
て
、
香
港
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
対
し
て
書
院
生
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
か
を

観
察
し
、
書
院
生
の
欧
米
へ
の
見
方
や
、
ア
ジ
ア
主
義
の
影
響
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
ず
、
大
旅
行
初
期
の
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
書
院
生
た
ち
の
感
想
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
香
港
植
民
地
支
配
の
賛
美

に
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
親
英
的
な
見
方
は
、
一
九
二
五
年
に
広
州
か
ら
始
ま
っ
て
香
港
に
も
影
響
を
与
え
た
反
英
運
動
で
あ
る

五
・
三
〇
事
件
を
通
し
て
も
、
と
く
に
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
当
時
の
中
国
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
あ
り
方
に
、
日
本
の
あ
り

方
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
は
、
次
第
に
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
疑
念
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
人
経
済
力
へ
の
認
識
へ
の

言
及
も
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
明
ら
か
に
イ
ギ
リ
ス
へ
の
批
判
的
な
感
想
が
多
く
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
支
配
に
対
す
る
賛

美
は
姿
を
消
し
ま
す
。
一
方
で
、
日
本
の
影
響
力
の
増
大
が
伺
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
三
九
年
以
降
は
、
日
本
に
お
け
る
排
英
運
動
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
中
国
人
民
衆
と
提
携
し
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
建
設
に

心
躍
ら
せ
る
よ
う
な
記
述
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
見
る
と
、
東
亜
同
文
書
院
生
の
香
港
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
見
方
は
、
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
主
義
か
ら
見
た
国
際

情
勢
の
動
き
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

六　

日
本
人
の
旅
行
先
と
し
て
の
ア
ジ
ア
―
雲
崗
石
窟
を
例
と
し
て

　

さ
ら
に
舞
台
を
雲
崗
石
窟
に
移
し
、
そ
こ
を
例
と
し
て
日
本
人
の
旅
行
先
と
し
て
の
中
国
大
陸
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
九
一
〇
年
代
ま
で
の
書
院
生
た
ち
の
記
録
を
読
ん
で
い
く
と
、
雲
崗
石
窟
近
傍
の
大
都
市
で
あ
る
大
同
を
訪
問
し
て
い
る
班
は
あ
り

ま
す
が
、
大
同
を
経
由
す
る
か
ら
と
い
っ
て
雲
崗
石
窟
を
訪
問
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
雲
崗
石
窟
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を
訪
問
し
て
い
る
書
院
生
た
ち
は
、
石
窟
を
調
査
し
て
い
る
日
本
人
研

究
者
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
一
九
一
〇
年
代
ま
で
は
、
日
本
人
に
と
っ

て
雲
崗
石
窟
は
観
光
地
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
ね
。

　

こ
の
状
況
が
一
変
す
る
の
は
、
一
九
二
〇
年
に
『
大
同
石
仏
寺
』
と

い
う
書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
雲
崗
石
窟
が
日
本
の
知
識
人
た
ち
に
強
く
印

象
付
け
ら
れ
て
か
ら
で
す
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て

は
、
大
同
を
経
由
す
る
書
院
生
た
ち
は
、
ほ
ぼ
必
ず
雲
崗
石
窟
を
訪
問

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
同
か
ら
の
移
動
は
、
馬
や
驢
馬
な
ど
を
借
り
て
、
片
道
二
時
間
以
上
を
か
け
て
移
動
し
て
い
ま
し
た
。
一
九

三
〇
年
代
に
は
、
中
国
側
の
政
策
に
よ
る
観
光
地
化
も
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
雲
崗
石
窟

の
観
光
地
と
し
て
の
認
知
が
定
着
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
九
三
七
年
以
降
に
な
る
と
、
日
本
軍
に
よ
る
占
領
が
な
さ
れ
、
一
層
の
観
光
地
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
化
が
進
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は

馬
な
ど
に
乗
っ
て
片
道
二
時
間
以
上
を
か
け
て
訪
問
し
て
い
た
雲
崗
石
窟
に
、
定
期
観
光
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

大
同
石
仏
煎
餅
な
ど
と
い
っ
た
定
番
お
土
産
な
ど
が
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
日
本
人
の
「
観
光
」
行
動
や
そ
れ
に
対

応
し
た
観
光
地
ビ
ジ
ネ
ス
を
彷
彿
と
さ
せ
て
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
書
院
生
の
約
半
世
紀
に
及
ぶ
記
録
を
見
て
い
く
と
、
ア
ジ
ア
の
観
光
地
化
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
っ
た
の
か
も
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
た
。

【図 ７】�雲崗石窟での記念撮影。大仏
の腕の上に乗って撮影するの
が定番だった
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七　

日
本
化
す
る
土
地
と
し
て
の
ア
ジ
ア
―
台
湾
の
神
社

　

今
度
は
、
舞
台
を
台
湾
に
移
し
て
、
日
本
領
と
な
っ
た
地
域
へ
の
書
院
生
の
視
線
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

台
湾
に
お
け
る
神
社
は
、
台
南
に
一
八
九
七
年
に
開
か
れ
た
開
山
神
社
や
、
台
北
に
一
九
〇
一
年
に
開
か
れ
た
台
湾
神
社
な
ど
、
神
社

法
令
に
基
づ
い
た
公
的
な
神
社
だ
け
で
全
六
八
社
に
及
び
ま
し
た
。
書
院
生
た
ち
が
こ
れ
ら
の
神
社
に
ど
の
よ
う
な
視
線
を
向
け
て
い
る

か
を
観
察
し
、
日
本
の
植
民
地
と
な
っ
た
台
湾
の
位
置
付
け
に
対
す
る
書
院
生
た
ち
の
意
識
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
大
旅
行
」
に
お
い
て
台
湾
を
経
由
し
た
班
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
に
つ
い

て
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
旅
行
に
お
い
て
は
、
全
ル
ー
ト
の
約
一
二
％
が
台

湾
を
経
由
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
台
湾
は
日
本
の
領
土
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
書
院
生
た
ち
の
台
湾
へ
の
眼
差
し
も
、
中
国
大
陸
と
は
異
な
っ
て
、「
懐
か
し
の

故
国
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　

一
九
一
〇
年
代
に
は
、
書
院
生
た
ち
は
、
台
北
に
設
置
さ
れ
た
台
湾
神
社
や
、
後
に

台
南
神
社
と
な
る
「
北
白
川
宮
殿
下
御
遺
跡
所
」、
開
山
神
社
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
述
に
は
、
日
清
戦
争
の
結
果
と
し
て
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
台
湾
に
派
遣
さ

れ
抗
日
勢
力
の
鎮
圧
に
あ
た
り
な
が
ら
台
南
で
病
没
し
た
北
白
川
宮
へ
の
感
慨
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
台
湾
で
の
神
社
へ
の
言
及
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
き
、
北
白
川
宮
へ
の
言
及
も
ほ
ぼ
消
滅
し
ま
す
。
一
方
で
、
一
九
三
〇
年
代
に

【図 ８】高雄神社鳥居（現況）
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は
、
各
地
方
の
神
社
へ
の
言
及
が
増
加
し
、
こ
れ
は
台
湾
の
神
社
が
内
地
か
ら
の
日
本
人
観
光
客
に
と
っ
て
少
し
観
光
地
化
し
て
い
く
過

程
の
反
映
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
、
訪
問
の
事
実
は
書
か
れ
て
も
、
北
白
川
宮
へ
の
想
い
を
含
め
て
感
慨
が
記
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
期
間
を
通
じ
て
言
え
る
の
は
、
明
ら
か
に
神
社
の
近
傍
に
行
っ
て
い
て
も
訪
問
し
な
か
っ
た
（
あ
る
い
は
記
録
し
な
か
っ
た
）
こ
と

が
多
い
こ
と
で
す
。
そ
の
点
で
、
台
湾
に
お
け
る
神
社
が
、
書
院
生
た
ち
に
と
っ
て
訪
問
や
記
録
に
値
す
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。
一
九
一
〇
年
代
に
は
存
在
し
た
北
白
川
宮
へ
の
感
慨
も
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
は
無
感
慨
に
な
り
、
内

地
か
ら
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
台
湾
領
有
は
あ
る
程
度
、
特
別
で
は
な
い
こ
と
、
日
常
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。八　

大
旅
行
を
通
じ
て
見
る
学
軍
関
係

　

最
後
に
、
大
旅
行
の
記
録
か
ら
、
東
亜
同
文
書
院
と
軍
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
観
察
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
東
亜
同
文
書

院
に
は
、
時
折
「
ス
パ
イ
学
校
」
と
し
て
の
評
価
が
付
き
ま
と
う
か
ら
で
す
。
東
亜
同
文
書
院
は
、
日
本
の
「
ス
パ
イ
学
校
」
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

書
院
生
の
記
録
を
見
る
と
、
た
し
か
に
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
大
旅
行
で
訪
れ
た
先
に
お
い
て
、
日
本
軍
の

駐
在
武
官
を
訪
問
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。「
駐
在
武
官
」
と
は
、
在
外
公
館
に
駐
在
し
て
軍
事
に
関
す
る
情
報

交
換
や
情
報
収
集
を
担
当
す
る
武
官
の
こ
と
を
言
う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
中
国
に
は
こ
う
し
た
公
使
館
付
武
官
の
ほ
か
に
も
、「
諜
報

武
官
」
と
も
称
さ
れ
る
外
交
特
権
の
認
め
ら
れ
な
い
参
謀
本
部
付
の
駐
在
武
官
も
各
地
に
置
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
一
九
一
〇
年
代
に
お
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い
て
は
、
書
院
生
た
ち
は
、
北
京
、
雲
南
、
長
沙
、
鄭
州
、
福
州
の
各
地
に
お
い
て
駐
在
武
官
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
時

代
に
こ
れ
ら
の
都
市
に
お
い
て
日
本
の
駐
在
武
官
が
活
動
し
て
い
た
証
拠
に
も
な
り
ま
す
ね
。
駐
在
武
官
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
、
実
は

あ
ま
り
多
く
は
な
い
の
で
す
。
一
九
二
〇
年
代
に
な
り
ま
す
と
、
雲
南
、
広
州
・
成
都
・
張
家
口
・
鄭
州
、
重
慶
、
長
沙
、
南
寧
、
梧
州

の
各
地
に
お
い
て
駐
在
武
官
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
地
域
的
に
一
層
の
広
が
り
が
出
て
き
ま
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
一
九

三
七
年
ま
で
は
駐
在
武
官
訪
問
の
記
事
が
見
ら
れ
る
の
で
す
が
、
一
九
三
八
年
以
降
に
な
る
と
、
駐
在
武
官
と
の
接
触
に
関
す
る
記
述
は

激
減
し
ま
す
。
一
方
、
日
本
軍
の
警
備
隊
や
各
地
駐
屯
の
実
施
部
隊
と
の
接
触
に
関
す
る
記
述
が
出
現
し
、
そ
れ
が
地
域
的
広
が
り
を
持

ち
ま
す
の
で
、
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
日
本
軍
部
隊
の
広
が
り
や
、
日
中
間
の
軍
事
的
関
係
の
変
化
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

一
九
四
〇
年
代
に
な
り
ま
す
と
、
書
院
生
た
ち
は
大
旅
行
で
地
方
の
町
に
着
く
と
、
ま
ず
憲
兵
隊
、
特
務
機
関
に
挨
拶
に
行
き
、
そ
れ

か
ら
警
備
隊
や
各
実
施
部
隊
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
書
院
生
自
ら
の
安
全
の
た
め
に
も
、
憲
兵
隊
や
特
務
機
関
か
ら
の
情
報
収

集
や
保
護
は
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
軍
務
に
就
い
て
い
る
東
亜
同
文
書
院
出
身
の
先
輩
へ
の
訪
問
も
増
加
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
は
、
一
九
三
七
年
ま
で
は
駐
在
武
官
は
領
事
館
等
に
並
ぶ
情
報
提
供
元
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
駐
在
武
官
は
、
要
人
へ
の
紹
介
や
、
食
事
の
招
待
、
病
気
に
倒
れ
た
学
生
の
面
倒
な
ど
、
様
々
な
面
で
書
院
生
の
大
旅
行
を
支

援
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
武
官
だ
け
で
は
な
く
、
領
事
館
等
で
も
同
様
で
し
た
の
で
、
東
亜
同
文
書
院
が
軍
の
み
と
親
密
な
関

係
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
現
実
と
は
異
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
軍
事
機
関
も
在
外
公
館
と
並
ぶ
重
要
な
情
報
提
供
元
と
し
て
自
然
に
捉

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
中
国
大
陸
が
戦
場
に
な
っ
て
い
っ
た
た
め
に
、
軍
と
の
関

係
も
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
し
た
。
少
な
く
と
も
大
旅
行
か
ら
見
る
限
り
、
た
し
か
に
書
院
生
た
ち
は
一
定
程
度
、
軍
と
の
接
触
を
持
っ

て
い
ま
し
た
し
、
駐
在
武
官
等
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け
た
り
、
逆
に
情
報
提
供
を
し
た
り
も
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
時
の
日
本
に
お
い
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て
は
そ
れ
が
通
常
の
範
囲
で
あ
っ
た
と
も
言
え
、「
ス
パ
イ
学
校
」
と
の
評
価
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に
―
『
大
旅
行
誌
』
の
史
料
的
価
値

　

以
上
、
今
回
の
講
演
で
は
、
東
亜
同
文
書
院
生
た
ち
が
残
し
た
大
旅
行
の
記
録
『
大
旅
行
誌
』
の
記
述
を
通
し
て
、
書
院
生
た
ち
が
二

〇
世
紀
前
半
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
を
見
て
き
た
か
を
、
ア
ラ
カ
ル
ト
形
式
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
落
ち
着
き
な
く
ア
チ
コ
チ

に
飛
ぶ
よ
う
な
ま
と
ま
ら
な
い
話
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
国
際
交
流
の
現
場
に
生
き
た
日
本
の
知
識
青
年
た
ち

の
経
験
や
主
観
的
な
想
い
が
、
あ
る
程
度
浮
か
び
上
が
っ
て
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
東
亜
同
文
書
院
生
た
ち
が
残
し

た
『
大
旅
行
誌
』
は
、
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
ま
で
の
約
半
世
紀
の
期
間
を
、
通
時
的
に
観
察
で
き
る
稀
有
な
史
料
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
公
的
な
調
査
報
告
書
と
は
異
な
り
、
書
院
生
た
ち
の
私
的
・
日
常
的
な
行
動
や
赤
裸
々
な
感
想
に
至
る
ま
で
記
述

さ
れ
て
い
る
点
で
、
非
常
に
面
白
い
と
と
も
に
、
日
本
の
知
識
青
年
た
ち
の
行
動
と
主
観
的
な
思
い
を
物
語
る
、
し
ゃ
ち
ほ
こ
張
っ
た
記

念
写
真
と
い
う
よ
り
は
日
常
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
集
積
と
も
言
え
る
よ
う
な
、
貴
重
な
史
料
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
特
性
か
ら
、

『
大
旅
行
誌
』
は
、
日
本
人
知
識
青
年
た
ち
の
目
に
映
っ
た
ア
ジ
ア
を
、
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
材
料
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
史
料
を
楽
し
く
読
み
解
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
人
々
が
増
え
て
い
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯
　
令
和
七
年
三
月

主
要
資
料

・
東
亜
同
文
書
院
『
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
誌
』
シ
リ
ー
ズ
（
雄
松
堂
出
版
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、
二
〇
〇
六
）

今
次
発
表
の
種
本

・
加
納
寛
編
『
書
院
生
、
ア
ジ
ア
を
行
く
』（
あ
る
む
、
二
〇
一
七
）

・
加
納
寛
「
東
亜
同
文
書
院
生
の
香
港
観
察
に
み
る
「
ア
ジ
ア
主
義
」」（『
文
明
２
１
』
四
〇
号
、
二
〇
一
八
）

・
加
納
寛
「
東
亜
同
文
書
院
生
が
見
た
台
湾
の
神
社
」（
塩
山
正
純
編
『
二
〇
世
紀
前
半
の
台
湾
』
あ
る
む
、
二
〇
一
九
）

・
加
納
寛
「
東
亜
同
文
書
院
生
が
見
た
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
日
本
人
」（『
文
明
２
１
』
四
二
号
、
二
〇
一
九
）

・
加
納
寛
「
東
亜
同
文
書
院
生
が
み
た
二
〇
世
紀
前
半
の
雲
崗
石
窟
」（『
栴
檀
林
の
考
古
学
Ⅱ
』
大
竹
憲
治
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
二
〇
二
三
）

（
編
者
付
記
）
本
稿
は
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
七
月
六
日
の
公
開
講
演
会
「
東
亜
同
文
書
院
生
が
見
た
二
〇
世
紀
前
半
の
ア
ジ
ア
」

（
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
ホ
ー
ル
）
の
講
演
内
容
に
、
加
筆
修
正
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献
（
書
籍
に
な
っ
て
入
手
し
や
す
い
も
の
を
中
心
に
）

・�

青
木
澄
夫
「
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
時
代
の
ス
マ
ト
ラ
島
メ
ダ
ン
に
お
け
る
一
九
一
〇
年
代
ま
で
の
日
本
人
社
会
の
形
成
と
変
遷
」（『
貿
易
風
：
中
部

大
学
国
際
関
係
学
部
論
集
』
八
、
二
〇
一
三
）

・
石
田
卓
生
『
東
亜
同
文
書
院
の
教
育
に
関
す
る
多
面
的
研
究
』（
不
二
出
版
、
二
〇
一
九
）

・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』』（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
三
）

・�

大
島
隆
雄
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
下
に
お
け
る
東
亜
同
文
書
院
の
変
容
：
い
わ
ゆ
る
「
評
価
問
題
」
と
「
止
揚
の
諸
契
機
」
に
注
目
し
て
」（『
愛
知

大
学
史
研
究
』
二
、
二
〇
〇
八
）
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東
亜
同
文
書
院
生
た
ち
が
見
た
二
〇
世
紀
前
半
の
ア
ジ
ア
（
加
納
）

・
郭
晶
『
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
調
査
之
研
究
』（
愛
知
大
学
大
学
院
中
国
研
究
科
博
士
学
位
請
求
論
文
、
二
〇
〇
七
）

・
大
学
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』（
滬
友
会
、
一
九
八
二
）

・
戸
部
良
一
『
日
本
陸
軍
と
中
国
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
）

・
藤
田
佳
久
『
中
国
を
越
え
て
』（
大
明
堂
、
一
九
九
八
）

・
藤
田
佳
久
『
東
亜
同
文
書
院
中
国
大
調
査
旅
行
の
研
究
』（
大
明
堂
、
二
〇
〇
〇
）

・
藤
田
佳
久
『
東
亜
同
文
書
院
生
が
記
録
し
た
近
代
中
国
の
地
域
像
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
一
）

・
三
好
章
編
『
書
院
生
の
見
た
日
中
戦
争
』（
あ
る
む
、
二
〇
二
二
）

・
本
村
弥
佐
一
編
『
続
・
嵐
吹
け
吹
け
』（
滬
友
会
、
一
九
八
〇
）

・
矢
野
暢
『「
南
進
」
の
系
譜
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
）

・
湯
山
英
子
「
東
亜
同
文
書
院
生
の
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
調
査
旅
行
」（『
植
民
地
文
化
研
究
』
五
、
二
〇
〇
六
）


